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学びの一体化・連続におけるカリキュラムの編成についての考察 
―三重県名張市の一貫教育の取り組みを手掛かりにー 
長澤 貴   田口 鉄久 
 
要旨 
学校間連携、学びの一体化・連続が議論される中、カリキュラム編成の研究は、「カリキュラム
マネジメント」が次期指導要領で導入されることによって転換点を迎える。一つは、学校間の連
携・一体化だけでなく、領域・教科間横断のカリキュラムが求められることにより、そのような
横断的なカリキュラムの構築についての研究が求められること。もう一点は、どのようなカリキ
ュラムを編成するかというカリキュラムの内容に関しては、学校の主体性に任せられることによ
り、カリキュラム編成の方法とカリキュラムマネジメントの方法へと研究が転換する。本稿では、
三重県内の事例をもとに、この２点についての考察を行った。 
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1. はじめに 
本稿では、幼保小連携、小中一体化といった
学校間連携におけるカリキュラムの在り方と、
その編成の仕方について考察する。 
学校の統廃合による施設の一体化の促進や
学校間での情報交換を超え、連携・一体化のた
めのカリキュラム編成を進めようとする取り
組みがある。このような、カリキュラム編成を
も含んだ学校間の連携・一体化が進められる背
景には、一つ目として、小１プロブレム、中１
プロブレムといわれるような学校間のギャッ
プから生じる学校への不適応、不登校問題の解
消を企図しようとするものがある。そして二つ
目としては、学力向上、学習内容のスムースな
連携など、教育の質の保障、または特色化を目
的とし学校間の連携・一体化を進めようとする
試みである。 
学校間のギャップを埋めようとする学校間
連携の試みに関する研究としては、赤木らの松
江市における保幼小連携カリキュラムの検討
[赤木ら, 2016］や、特別な支援を要する子ども
への支援という観点も含め、「人間関係」領域
と小学校の「生活科」との連携を考察したもの
[伊勢,2016］、「表現」領域と小学校の音楽科と
の接続、連携を京都幼稚園と京都女子大学付属
小学校との連携の事例をもとに考察したもの
[岡林ら,2014]がある。さらに、保幼小の連携に
おいては、小学校からの視点に立ち、「生活科」
を幼小の連携のスタートカリキュラムの中核
と位置づけ、「環境」「言葉」「人間関係」領域
との接続を考察した研究［針生ら、2016］もあ
る。また、中１ギャップを埋めることを主たる
目的とした小中連携・一体化の取り組みに関す
る研究としては、千葉県市原市における「市原
市小中連携教育カリキュラムモデル」における
「道徳」授業に焦点を当てた研究 [土田
ら,2015]、「チェーン・オブ・スタディー」と呼
ばれる９年間のカリキュラムの系統表を作成
した宇治ひろの学園の取り組みの報告 [園
部,2013]がある。 
このような学校間のギャップを埋めるため
の連携・一体化という考え方に対しては、「在
り来りな、リアリティーと切実さの欠如したも
の」［助川,2016,p.17］との批判もある。 
一方で、学力向上や教育の特色化を目的とす
る連携・一体化に関する研究としては、道徳性
や協働性に焦点を当て幼小連携を考える研究
［中島ら,2013］、市民の育成を目的と法の基礎
にある考え方（リーガルリテラシー）の習得を
目的とし社会科における小中一体カリキュラ
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ムの構築について考察する研究［柳生ら,2016］、
そして「関わる力」を学力と人間性にまたがる
中核的な力とし、その力が小中の連携・一貫の
中でどのように培われるかに関しての一連の
研究［安藤ら,2016a,b,c,d,e］がある。 
さらに、学校間のギャップの解消や、学力向
上、学校の特色化等とは異なる目的の学校間連
携・一体化の試みに関する研究としては、横浜
市の学びの基礎力を養うことを目的としてつ
くられた「アプローチカリキュラム」に基づく、
特別な支援を要する子どもの幼稚園から小学
校への支援の連続性についての考察［本
杉,2014］のように特別な支援を要する子ども
に対しての援助の連続性という目的のもとに
学校間連携・一体化が進められカリキュラムが
開発される事例もある。 
また、以上はカリキュラムの内容、すなわち
どのようなカリキュラムを開発するのかとい
う問いに関わる研究であるが、どのようにカリ
キュラムを開発するのかに関わる研究もある。
熊本県阿蘇郡産山村における小中一貫教育の
カリキュラムの開発における、教育委員会と学
校、そして地域との連携の関係を明らかにした
研究［仲田,2013］、生活科を中核とした幼稚園
と小学校の連携を図り、カリキュラムを編成す
る際に「カリキュラムマネジメント」の視点か
ら考えようとする研究［西出ら,2016］がある。 
 以上のように学校間連携・一体化におけるカ
リキュラムの編成に関しては、カリキュラムの
内容に関する研究と、カリキュラムの編成の仕
方に関する研究がある。カリキュラムの内容に
関しては、現在のところある領域と教科、ある
特質や能力の連続性といったつながりが志向
され、単線的な連携、連続カリキュラムという
印象を受ける。一方で、カリキュラム編成の仕
方についての研究は、まだ数的にも少なく緒に
就いたばかりという印象を受ける。 
 一方で、文科省「学習指導要領等の理念を実
現するために必要な方策」［文科省,2015a］に
よって示された「カリキュラムマネジメント」
によれば、教育課程の編成主体が学校であると
明記されている。さらに、「カリキュラムマネ
ジメント」の三つの側面の一つとして、教科横
断的な視点が求められている。 
 すなわち、この「カリキュラムマネジメント」
の視点に立った時に、学校間連携・一体におけ
るカリキュラムに関しての研究は、二つの点で
転換しなければならない。一つは、どのような
カリキュラムを編成するかという問いから、ど
のようにカリキュラムを編成するか問う問い
への転換である。カリキュラム編成の主体が学
校であるとされる以上、研究の在り方としては、
理論的にカリキュラムを構築し、それを実践に
応用するという「 theory into practice 」
［Shon,1983］の立場をとることはできない。
可能な道筋は、学校教育目標、地域の現状等を
共有しながら自らもカリキュラム編成の主体
として、カリキュラムマネジメントのプロセス
に参画し、そのプロセスを記述する「アクショ
ンリサーチ」か、カリキュラム編成の仕方もし
くは「カリキュラムマネジメント」の方法につ
いて探求を行うことであろう。 
 ２点目は、学校間の連携・一体化カリキュラ
ムの研究から、領域、教科間横断的なカリキュ
ラムの研究である。先に示した通り、連携・一
体化のカリキュラムにおいて、学校間の横断は
当然考慮されているものの、「カリキュラムマ
ネジメント」で示されるような領域・教科間横
断的なカリキュラムは示されていない。どのよ
うな、かつ、どのように領域・教科間横断的な
カリキュラムを編成するのかが課題である。 
 本稿では、いかにしてカリキュラムを編成す
るかという課題と、いかに領域・教科間横断的
なカリキュラムを編成するのかという課題を
考察する。 
 この考察に当たっては、三重県津市のみさと
の丘学園と名張市で聞き取り調査を行った。み
さとの丘学園は、2017 年に義務教育学校とし
て校区の３小学校と１中学校を併合する形で
誕生した。みさとの丘学園における聞き取りは、
長澤が 2017 年 4 月 27 日にみさとの丘学園の
鈴木校長に対して行った。また、名張市は市を
挙げて幼保小中の連携・一体化に取り組んでい
る。名張市への聞き取りは、2017 年 5 月 2 日
3 
 
に、田口と長澤が、上島教育長、森永参事、西
岡指導主事に対して行った。これらの聞き取り
の結果と、聞き取りに際にいただいた、資料を
もとに考察を進める。 
 
2. 取り組みの概要 
 本章では、三重県名張市における一貫教育の
取り組みを中心に、前半においては小中一貫教
育について、後半においては就学前教育と小学
校教育の接続について論及する。 
 
２．１．名張市における小中一貫教育の取り組
み 
 名張市における一貫教育の取り組みのスケ
ジュールは、平成 27 年度につつじが丘小学校・
南中学校を「小中一貫教育研究推進校」に指定。
小中一貫教育の推進のための体制づくりと周
知。平成 28年度、つつじが丘小学校・南中学
校を「コミュニティ・スクール導入等促進事業
取組校」に指定。名張市コミュニティ・スクー
ル推進協議会の開催。導入への体制づくりと周
知。平成 29 年度にコミュニティ・スクールの
モデル校を設置、全市の小中学校においてコミ
ュニティ・スクール設置に向けての準備開始、
平成 30 年度にモデル校において小中一貫教育
を本格実施、市内小中学校をコミュニティ・ス
クールとして順次設置。平成 31 年度に、市内
小中学校において一貫教育を順次開始。そして
32 年度に全市小中学校がコミュニティ・スク
ールとなり、小中一貫教育を本格実施というス
ケジュールで進められる。[名張市教育委員
会,2016] 
 名張市における小中一貫教育は、三つの背景
のもと構想された。学力の課題と学校不適応の
課題、そして中１プロブレムの傾向である。こ
れらは、名張市が抱える教育課題であり、この
ような課題の克服のため、小中一貫が必要とさ
れている。 
 さらにこのような背景は、名張市の目指す小
中一貫教育の「３つの願い」として目的化され
る[名張教育委員会,未定稿]。一つは、９年間の
一貫したカリキュラムにより、わかる授業づく
りに取り組み、学力・体力の向上を図ることで
ある。二つ目は、学校間の情報共有や９年間の
発達段階を見通すことによっていじめ・不登
校・問題行動等の未然防止・早期対応に取り組
み不適応の解消を図ることである。三つ目に、
独自カリキュラムの創設による「地方創生・共
生」社会を担う人としての豊かな人間性の醸成
である。そしてこの三つの願いは、基礎的・基
本的な知識・技能、思考力・判断力・表現力、
学習意欲、体力、問題解決力等を意味する「夢
を実現する力」とコミュニケーション能力、名
張を愛する心、人権尊重の意欲・態度、規範意
識といった「社会を拓く力」の育成による「夢
をはぐくみ 心豊かで 元気な『ばりっ子』」
の育成という教育ヴィジョンに表される[名張
市教育委員会,未定稿]。 
 このような目的は、次の３つの取り組みによ
って具現化されようとしている[名張市教育委
員会,未定稿]。一つは、小中一貫教育のモデル
校を指定し、調査・研究を行い、その検証結果
をもとに全市内で展開される小中一貫教育の
導入に活かそうとする取り組みである。この取
り組みは、現在、市内のつつじが丘小学校と南
中学校をモデル校として平成 30 年度よりスタ
ートさせようと準備中である。二つ目は、一貫
教育カリキュラムの編成である。このカリキュ
ラムは、幼児期の年長から中学校３年生までの
教育の連続・接続を重視したスタートカリキュ
ラムと、グローカル人材の育成をにらんだ名張
市独自の英語教育やふるさと学習のカリキュ
ラムの編成である。そして三つめが教職員の他
校種免許状取得の推進である。教職員が小中学
校で指導できるよう、県教委等と連携しながら
小学校と中学校の両方の免許が取得できるよ
う推進している。 
 このような目的のもと進められる名張市に
おける小中一貫教育の特徴は、３つある。多機
関の協働・連携、地域との連携、一貫教育カリ
キュラムの独自性である。 
「多機関協働による地域まるごと福祉・教育
構想」と呼ばれる多機関や地域との連携によっ
て小中一貫教育が進められようとしているこ
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とである[名張市教育委員会,2016c]。多機関と
の協働では、「教福連携」という名のもと、「ネ
ウボラ」をはじめ、教育機関と福祉機関との連
携が進められている。そして、教育センターの
機能を充実させ、調査研究、および教職員の研
修のみならず、生涯学習センター（準備中）と
連携することにより、学校教育に関わる人材の
確保や学校や家庭を支援する体制を強化しよ
うとしている。生涯学習センターとの連携にお
いては、生涯教育の実現についてである。生涯
教育は、全ての人に学びの機会を提供するだけ
ではなく、学んだ結果を活かすことのできる社
会の実現が求められる。生涯学習センターにお
いて地域の人たちが研修を受け、後述の「ふる
さと学習」の時間等に講師を務めることが計画
されている。 
次に、地域との連携は、コミュニティ・スク
ールの構築という形で進められている。名張市
は、コミュニティ・スクールを推進する理由と
して、地方創生・地域の担い手づくり、地域・
家庭の教育力の充実とつながりづくり、学校教
育の充実の三つを挙げている[名張市教育委員
会,未定稿]。さらには、名張版コミュニティ・
スクール「ばりっ子応援学校」の創設として、
学校運営協議会の設置等を超える独自のコミ
ュニティ・スクールの在り方が模索されている。
学校等を活用し、安全・安心な子どもの居場所
を確保し、放課後や週末における様々な体験活
動や地域住民との交流活動を支援する「放課後
こども教室」の促進を図っている。さらに、こ
れらのコミュニティ・スクールの機能と学校支
援や学校関係者評価等の機能を一体的に推進
することにより、学校運営の改善を果たすよう
PDCA サイクルを確立しようとしている。 
三つ目にカリキュラムは、そのステージ分け
（指導の区切り）と内容において特徴的である。 
ステージ分けは、プレステージにあたる５歳
児のステージと、小学校１年生から４年生まで
の前期ステージ、そして小学校５年生から中学
校３年生までの後期ステージと、１-４-５の３
ステージで考えられている。しかし、これは将
来的には、プレステージと前期ステージを融合
させ５-５のステージ分けへと移行することが
考えられている[名張市教育委員会,未定稿]。 
このようなステージ分けは、小１ギャップ、
中１ギャップが意識され、学校への適応をスム
ースにする意図がある。例えば、後期ステージ
にあたる小学校５、６年生から教科担任制を段
階的に実施するなどして、異なる学習スタイル
への移行をスムースに行えるよう考慮してい
る。対照的に、三重県津市の義務教育学校、み
さとの丘学園では、６-３のステージ分けをと
っているが、これは施設一体型の義務教育学校
では学校間のギャップが生じにくいと考えら
れているからである。 
それぞれのステージの位置づけ、そこで育成
する力としては、プレステージでは、遊びを通
して学びの基礎を育成するステージと位置づ
けられる。前期ステージでは、生きて働く「知
識・理解」の基礎の習熟を図ることが目標とな
る。さらに、後期ステージでは、「知識・理解」
の活用を通して「思考力・判断力・表現力」の
育成が図られる。また、「学びに向かう力・人
間性」の育成も図られる。このように、前期ス
テージと後期ステージにおいては、「知識・理
解」、「思考力・判断力・表現力」、そして「学
びに向かう力・人間性」と、次期学習指導要領
の三つの柱をにらんだものとなり、三つの柱の
うち、前期が「知識・理解」を後期が残り二つ
の柱を中心に置いている点は特徴的である[名
張市教育委員会,未定稿]。 
また、カリキュラムの内容面での特徴として
は、独自に英語教育カリキュラム、「なばり学」
カリキュラム、キャリア教育カリキュラムを編
成していることである。 
英語カリキュラムは、「聞くこと」「話すこと」
を中心として小学校低学年からコミュニケー
ション能力を養うことを目的としたカリキュ
ラムが編成されている。小学校高学年から中学
校にかけては、「聞くこと」「話すこと」に加え
「読むこと」「書くこと」などのコミュニケー
ション能力を総合的に育成しようとしている。 
また、小中一貫教育として行われるキャリア
教育では、異学年交流、保護者や地域住民との
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交流を通して、自己肯定感や人と関わる意欲や
関わる力を育てることが目的とされている。さ
らに、企業や高等学校との連携も計画されてい
る[名張市教育委員会,2016a]。 
そして三つ目に、「なばり学」は、「社会に開
かれた教育課程」として創設されている[名張
市教育委員会,2016b]。「なばり学」は、名張の
自然や歴史、伝統・文化、産業、人等について
９年間を通して学ぶ、ふるさと学習である。こ
の学習に当たっては、地域人材講師による授業
はもとより、副読本の作成にあたっても地域の
人材が活用されている。また、このような人材
の育成に当たっては、記述した生涯学習センタ
ー等との連携が図られる。こうして、社会に開
かれることにより、地域の人材によって作られ
るカリキュラムとなっている。このカリキュラ
ムにより、名張を大切に思い、自然を守り、伝
統や文化を引き継いでいく一人という意識を
子どもたちに育てようとしている。（1～2.1.長
澤担当） 
 
２．２．１ 就学前教育と小学校教育の接続が
注目されるに至った過程 
就学前教育においては子どもが遊びや生活
を通して今後の学びの基礎となる力を育てる
教育の方法をとってきた。幼稚園教育要領では
「幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基
礎を培う重要なもの」であり、「遊びは心身の
調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習」で
あるとしている。この考え方は保育所、認定こ
ども園の教育の考え方と共通し、一貫して変わ
らない。 
近年になって就学前教育で身につけた幼児
の育ちが小学校以降の教育につながっていく
ことの重要性が強調されるようになった。その
背景には小１プロブレムに代表されるような
就学期の子どもの戸惑いの現状や子どもの育
ちの連続性への注目にある。平成 29 年 3 月に
告示された幼稚園教育要領では「幼稚園教育に
おいて育まれた資質･能力を踏まえ、小学校教
育が円滑に行われるよう、小学校の教師との意
見交換や合同の研究の機会などを設け“幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿”を共有するな
ど連携を図り、幼稚園教育と小学校教育との円
滑な接続を図るよう努める」としている。同時
に告示された保育所保育指針、幼保連携型認定
こども園教育･保育要領のいずれにおいても同
様の記述がなされた。 
しかしながら就学前教育と小学校教育との
「連続」は容易ではない。義務教育ではないこ
と、教育の方法が異なること、多様な就学前教
育施設があること、私立園が多くそれぞれに特
色を持った教育･保育の展開をしていること、
管轄が異なること等、多様性が「連続」を困難
にしている。 
一方ではほぼすべての幼児が就学前教育施
設を経て就学する現実を考えると、どの子も期
待をもって小学校入学ができ、小学校生活を楽
しみ、充実した学びへの移行が保障されること
が重要な課題になる。そこで、今回の幼稚園教
育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こど
も園教育･保育要領の改訂ではいずれにおいて
も「小学校教育との接続」を重要な課題の一つ
として取り上げた。 
 
２．２．２新たに要領･指針が示した就学前教
育と小学校教育の接続の方向性 
新幼稚園教育要領が示した具体的な記述と
して 2 点あげられる。一つは「幼稚園教育にお
いて育みたい資質･能力」として「知識及び技
能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の基礎」
「学びに向かう力、人間性等」を明らかにした
ことである。二つ目には、本研究の「連続」を
追究するうえで重要となる「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」を掲げたことである。そ
れは①健康な心と体、②自立心、③協同性、④
道徳性･規範意識の芽生え、⑤社会生活との関
わり、⑥思考力の芽生え、⑦自然との関わり･
生命尊重、⑧数量や図形、標識や文字などへの
関心･感覚、⑨言葉による伝え合い、⑩豊かな
感性と表現、である。これについても改訂の保
育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育･
保育要領のいずれにも記載されている。つまり、
上記 3 つの「育みたい資質･能力」と、10 の「幼
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児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、どの
就学前教育施設でも同じように育みたい幼児
期の“資質･能力”であり、“幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿”とした。無論それらは就
学前教育のこれまでの方法･内容、つまり遊び
や生活を通して総合的に培うことには変りが
ない。 
 一方小学校教育における就学前施設との連
携の考え方はどのようになっているのか。新た
な小学校学習指導要領では以下のように述べ
る。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を
踏まえた指導を工夫することにより、幼稚園教
育要領等に基づく幼児期の教育を通して育ま
れた資質･能力を踏まえて教育活動を実施し、
児童が主体的に自己を発揮しながら学びに向
かうことが可能となるようにすること」「特に、
小学校入学当初においては、幼児期において自
発的な活動としての遊びを通して育まれてき
たことが、各教科等における学習に円滑に接続
されるよう、生活科を中心に、合科的･関連的
な指導や弾力的な時間割の設定など、指導の工
夫や指導計画の作成を行うこと」としている。 
ここに至って、就学前教育と小学校教育を連
続させる、現行制度における方向性が整ったと
いえる。 
 
２．２．３．就学前教育と小学校教育の接続カ
リキュラム試案作成への取り組み 
国は接続カリキュラムの編成には言及して
いない。連携･接続の重要性を指摘するに留ま
る。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
を示したうえで、具体的方法は各地･各園(校)
の取り組みに委ねる。 
平成 28 年度 1 年間の検討を経て、三重県教
育委員会は保幼小接続カリキュラム構成案を、
名張市教育委員会は「しっかりつなぐ育ちのバ
トンカリキュラム～接続期の子どもの育ちに
ついて考える～」を検討している。これらのカ
リキュラム試案は、平成 29 年 3 月に告示され
た幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携
型認定こども園教育･保育要領に示された先述
3 つの育みたい資質･能力と、10 の幼児期の終
わりまでに育ってほしい姿を念頭においてい
る。 
幼児･児童を中心とした保幼小連携活動、保
育者･教員相互の相互研修はこれまでも多く取
り組まれてきたが、接続カリキュラムを策定し
て就学前教育と小学校教育の内容･方法を接続
させる取り組みの例はさほど多くはない。本研
究では上記 2 つの接続カリキュラム（試案）お
よび、茅野市教育委員会が平成 28 年 1 月に木
村吉彦の監修のもと明らかにした「育ちと学び
をつなぐ接続期カリキュラム」を加えて検討す
る。 
 
２．２．４．三重県教育委員会保幼小接続カリ
キュラム構成案［三重県教育委員会,2017］に
ついて（註 1） 
三重県教育委員会は保幼小接続カリキュラ
ム構成案を保･幼代表者、研究者、研究機関、
接続のキー
ワード
育成する力 5領域
育ってほし
い姿
幼児の姿
(内容)
指導の
留意点
(15項目)
児童の姿
(内容)
指導の
留意点
育成する力
生活する力 健康
健康な心と
体、自立心
・・・ ‐‐‐
充実感、
見通し、
満足感他
・・・ ‐‐‐
かかわる力 人間関係
協同性、
道徳性の芽
生え、
社会生活
・・・ ‐‐‐
思いや考え
の共有、
工夫や協力
他
・・・ ‐‐‐
まなぶ力
環境･言葉･
表現
思考力、
自然、数量､
言葉、表現
・・・ ‐‐‐
事象へ積極
的に関る、
自然に触れ
る他
・・・ ‐‐‐
（図1）三重県教育委員会「保幼小接続カリキュラム構成案」2017.1（田口作成イメージ図）
5歳児後半 1年生1学期
生
き
る
力
（
健
や
か
な
体
、
豊
か
な
心
、
確
か
な
学
力
）
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保護者、行政等からなる検討委員会で検討し、
作成している（図 1）。カリキュラム(案)の特徴
は、遊びや生活を重視した就学前教育の基本を
尊重していること、幼児教育の 5 領域を意識し
た編成であること、今回要領等の改訂で示され
た“幼児期の終わりまでに育ってほしい姿”を
位置づけたこと、小学校教科とは敢えて接続さ
せず“育成する力”として連続させたこと、5
歳児後半から 1 年生 1 学期を接続期にしたと
ころである。三重県教育委員会作成のカリキュ
ラム(案)の構成はおおむね下記のとおりであ
る。 
5 歳児後半の内容の「・・・」は幼児期後半
身に付くことが望まれる心情･意欲･態度を示
す。小学校 1 年 1 学期内容の「・・・」は学校
生活に慣れること、決まりを守り安全に過ごす
こと、興味を持ってやってみようとするなど、
意欲を持って学校生活を送ることを示す。 
 三重県教育委員会のカリキュラムは、幼稚園
教育要領、学習指導要領の改訂の主旨を踏まえ、
①知識や技能、②思考力･判断力･表現力、③学
びに向かう力･人間性、の 3 つの柱を意識して
5 歳児後半のカリキュラムに「まなぶ力」「か
かわる力」「生活する力」を位置づけた。また、
新たな幼稚園教育要領で示されることになる
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の
10 項目もカリキュラムに示した。 
 小学校 1 年生の 1 学期の取り組みとしては
敢えて「教科」に直結させないで、学校生活全
般を通して培うべき「生きる力（健やかな体、
豊かな心、確かな学力）」につながる心情･意欲･
態度として、就学前教育と整合性をもたせた。 
 三重県教育委員会のカリキュラムには現行
の就学前教育を尊重し、柔軟性をもたせたため、
スタンダードとして示した場合多くの園（所）
で受け入れられやすいものになっている。 
  
２．２．５．名張市教育委員会「しっかりつな
ぐ育ちのバトンカリキュラム～接続期の子ど
もの育ちについて考える～(案)」［名張市教育
委員会,2017］について（註 2） 
 名張市教育委員会は平成 28 年 4 月から 3 年
間、文部科学省の委託を受けて「幼児教育の推
進体制構築事業」を実施している。その事業の
一つとして「幼児教育と小学校教育の接続カリ
キュラム」について検討する。 
名張市においては幼小中一貫教育（５-５制
／5 歳児･1･2･3･4 年-5･6･7･8･9 年）を想定し
た中での「5 歳児の幼児教育と小学校 1 年生教
育の接続カリキュラム」であるとした（図 2）。 
将来的には 5 歳児の教育は無償化･義務化に向
かうことになると思われるが、それを先取りす
る案と考えられる。市の示した案の詳細は略す
がおおむね以下の枠組みになっている。 
就学前教育で重視する遊びや生活は「総合的
な営みであって分割して考えることには馴染
まない」とされているが、名張市は敢えて就学
前教育の内容が小学校教育においてどのよう
に接続するのかを単純明瞭に示した。例えば
「かず」においては 5 歳児Ⅰ期「指さしのリズ
ムと言葉のリズムが合うように、1 対１対応さ
せて数える遊びをする」とし、小学校 1 年生 1
期算数では「“なかまづくりとかず”で絵に数
図ブロックを 1 対１で対応させて置いて数え、
数字で示す」として具体的である。 
名張市が 5 歳児の遊びや生活を通して具体
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期
4~5月 6~8月 9~12月 1~3月 4～5月 6~11月 12~3月
ことば ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 国語
かず ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 算数
からだ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 体育
しぜん ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 生活
やくそく ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 道徳
つながり ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 特活他
（図2）名張市しっかりつなぐ育ちのバトンカリキュラム試行版2017.1（田口作成イメージ図）
分野
5歳児 1年生
教科
「・・・」の枠に取り組むことが望まれる活動内容を2~3項目掲げる。
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的な活動（具体的な学び）を取り出し、小学校 
教科とつなげようとする背景には、幼小中一貫
教育（５-５制）として組み込もうとするプレス
クール的な発想がある。就学前教育は大きく分
けて①遊びを通して教育を行う幼稚園教育の
系譜、②保健とケアを中心とした保育の系譜、
③就学前教育（プレスクール）の系譜、がある
とする［佐藤,2017］。③については日本では主
流ではないが、海外では一般的である。 
今後上記の「しっかりつなぐ育ちのバトンカ
リキュラム試行版（案）」は今後１年をかけて
市内試行園（幼稚園 2 園、保育園 1 園、計 3
園）で実施され検証することになる。 
 
２．２．６．茅野市教育委員会「育ちと学びを
つなぐ接続期カリキュラム」［茅野市教育委員
会,2016］について 
 茅野市教育委員会では平成 16 年度より就学
前教育から小･中学校教育に至るまで「読書活
動」に取り組んできた経緯と、平成 14 年度か
ら一部地域で行われた小学校と園による共同
研究が基になって、平成 21 年度に「茅野市保
小連携推進委員会」が発足し、接続期カリキュ
ラムへの取組みが本格化した。 
平成 28 年度に木村吉彦（上越教育大学大学
院教授）の監修のもと、接続期カリキュラムモ
デルプラン（図 3）を著した。カリキュラムの
特徴は就学前教育における「生活する力」「か
かわる力」「学びの力」が小学校教育における
学力の 3 要素としての「自立」「協働」「創造」
につながるとしたこと、接続期の子どもにとっ
ての段差を具体的に示したこと、小学校 1 年時
期の取り組みを 4 月と 5～7 月に細分化したこ
となどがあげられる。 
茅野市教育委員会のカリキュラムは、幼児期
に培いたい力を 3 つとし、それが小学校期の学
力の基礎となる 3 つの力につながるとしたこ
と、接続期の課題を考えたことは三重県教育委
員会の示すカリキュラムの考え方とつながる
所がある。（2.2.1.～2.2.6.田口担当） 
 
3. 考察 
4月 ５～7月
段差 段差
（幼･保） （小学校）
･健康な生活 促されて就
寝･起床する
ことが多い。
就寝･起床を
自分でできる
ようにする。
一人一人の入
学への期待感
や不安な気持
ちに寄り添
う。
生活を振り返
り、自分の成
長を自覚でき
るようにす
る。
･生活への適応 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
･心身の自立
･人とのかかわ
り
生活に必要な
挨拶をしたり
感謝の気持ち
を言葉で伝え
たりする。
誰かがそばに
いて一緒にし
てくれる。
自分で進んで
する。
集団ゲームを
とおして、新
しい友だちと
の関係をつく
る。
活動をとおし
て、互いのよ
さが分かり合
えるようにす
る。
･きまりを守る ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
･言葉で伝え合
う
･豊かな体験 興味･関心の
あるものに夢
中になれるよ
うにする。
自分の好きな
自由遊び中心
集団でのルー
ルのある活
動、教科学習
･豊かな表現 ・・・ ・・・ ・・・
･文字、数、
色、形への興
味関心
（図3）茅野市接続期カリキュラムモデルプラン2016.1（田口作成イメージ図）
学
び
の
力
ルールを守り
ながら友だち
と一緒に遊ぶ
楽しさを知
る。
・・・
ルールを守る
ことや責任を
もつことの大
切さを知る。
・・・
創
造
三
つ
の
力
5歳児（10月～3月）
接続期の子どもにとっての
段差
1年生
要
素
学
力
の内容
指導の
ポイント
指導のポイント
生
活
す
る
力
「早寝･早起
き･朝ごはん
の」大切さを
保護者に呼び
かる。
・・・
自
立
か
か
わ
る
力
協
働
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３．１．カリキュラムマネジメントの観点から 
－いかにしてカリキュラムをつくるか－ 
名張市の小中一貫教育の取り組みにおいて
は、「社会に開かれた教育課程」が意識されて
いる。文科省教育「教育課程企画特別部会論点
整理（案）」[文科省,2015b]によれば、「社会に
開かれた教育課程」を構築するにあたっては、
３つの点が重要であるとされている。「社会や
世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校
教育を通じてよりよい社会づくりを目指すと
いう理念を持ち、教育課程を介してその理念を
社会と共有していくこと」、「これからの社会
を創り出していく子供たちが、社会や世界に向
き合い関わり合っていくために求められる資
質・能力とは何かを、教育課程において明確化
していくこと」、「教育課程の実施に当たって、
地域の人的・物的資源を活用したり、放課後や
土曜日等を活用した社会教育との連携を図っ
たりし、学校教育を学校内に閉じずに、その目
指すところを社会と共有・連携しながら実現さ
せること」の３つである。名張市の小中一貫教
育において、「なばり学」やキャリア教育が、
この３点を考慮した「社会に開かれた教育課程」
であると言える。 
また、名張市の小中一貫教育におけるカリキ
ュラムの「社会へ開かれた教育課程」という特
質は、いわゆる「馳プラン」[文科省,2016]に
おいて示された、地方創生と学校改革の一体化
の推進の一つの具体的な姿でもある。 
総じて、名張市における小中一貫教育は、地域
に開き、地域とともにあることによって成り立
っている。「なばり学」については、既述した
ように、その編成に地域の力を借りている。ま
た、「カリキュラムマネジメント」という観点
からいえば、現在 PDCA サイクルを回すための
仕組みが整備されているわけではないが、カリ
キュラムについての意見が地域から上がって
きていると名張市教育長は述べる。すなわち、
教育課程を地域に開くこと自体が、カリキュラ
ム編成の PDCA サイクルを確立することにつな
がっており、カリキュラムをいかにつくるかと
いう観点からは、カリキュラムを社会に開き、
学校を地域とともにある存在として位置づけ
なおしていくことが重要であると指摘するこ
とができる。（3.1.長澤担当） 
 
３．２．就学前教育と小学校教育の接続カリキ
ュラム検討で明らかになること 
 就学前教育と小学校教育の接続カリキュラ
ムは三重県教育委員会と茅野市教育委員会は
いずれも、幼児期の生活のあり方と教育の内容
を含めて接続を考えるところに共通性がある。
そこでは、遊びや生活を通して学びの基礎を培
うという従来の就学前教育の基本を重視した
接続カリキュラムの構想がある。 
 小学校以降の教育は教科学習が中心であり、
学びの段階を細分化して全員の理解を促す方
法をとる。一方就学前教育は、自ら選んで行う
活動の中で、あるいは遊びや体験を通して、一
人ひとりが異なる学びを一体的に得るところ
に特徴がある。5 領域の概念はあるものの教科
的な発想とは異なる。従って二つのカリキュラ
ムは「生活と学びをつなぐカリキュラム」と言
える。就学前教育現場も受け入れ易いカリキュ
ラムになっている。 
 一方名張市教育委員会のカリキュラムは幼
児期において遊びや生活を重視しつつも、例え
ば遊びの中で 1 対 1 対応を考えることが小学
校 1 年生算数教科の学習内容とどのようにつ
ながるのかを、具体的に示すものになっている。
このアプローチは今まで表立って検討されて
こなかった視点である。具体的、部分的である
感があり、受けとめ方によっては幼児教育者中
心の指導に陥る危険性を含み、就学前教育のあ
り方と相反すると考えるからである。 
 しかし一方では子どもの遊びや生活の中で
体験することが後の教科教育の学びとどのよ
うにつながるのか明示している点では今日的
視点である。ここでは遊びや生活を通した幼児
の発見、気づき、疑問、試行錯誤などが後の学
びの内容とどのようにつながるのか、幼児教育
者に考えることを問いかける「学びをつなぐカ
リキュラム」と言える。総合された遊びや生活
を分析的に見ることの重要性を指摘している。 
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（3.2.田口担当） 
 
4. おわりに 
 名張市の取り組みを考察することにより、就
学前から、義務教育終了段階におけるまでの一
貫したカリキュラムの流れについてみること
ができた。 
 カリキュラムの編成における社会・地域との
かかわりの重要性を指摘した。そして、及び幼
保小連携カリキュラムにおいては、生活と学び
をつなげる、もしくは遊びと学びをつなげると
いう「学びをつなげるカリキュラム」という単
に学校種間をつなげるという発想ではなく、そ
こで営まれる子どもたちの学びをつなげると
いう発想の重要性を指摘した。 
 しかしながら、今回議論の俎上に載せた取り
組みにおいて、まだ明らかとなって来ない言葉
が二つある。一つは、カリキュラムマネジメン
トであり、もう一つはアクティヴラーニングで
ある。カリキュラムマネジメントにおいて、
PDCA サイクルの確立が求められるが、その
際の D(do)の部分を占めるのがアクティヴラ
ーニングである。その意味では、カリキュラム
マネジメントとアクティヴラーニングは関連
付けて考える必要がある。また、次期指導要領
では、カリキュラムの連続・接続以前に、幼稚
園から大学まで「アクティヴラーニング」で学
び方を連続させるということが志向されてい
る。その意味で、学校間の連続・一体化を問う
ことは、カリキュラムを問うことと同時、アク
ティヴラーニングという学び方の連続を一つ
の観点として問うことも必要であろう。 
 カリキュラムマネジメントとアクティヴラ
ーニングが、今後学校間の接続・連続・一体化
といったとき、どのように作用していくのか今
後の課題としたい。（4.長澤担当） 
 
註 
1．2017 年 1 月、取りまとめ過程にある三重県
教育委員会の保幼小接続カリキュラム構成案
について事務局担当者から田口が非公式に意
見を求められた。その時点での「案」について
の論及である。 
2．田口は名張市幼児教育の推進体制構築事業
実行委員会委員として平成 28 年度年間 3 回の
協議に臨んだ。2017 年 1 月段階で示されたカ
リキュラム「案」についての論及である。 
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Curriculum Organization within the Context of Integration and 
Sequentiality of Learning Experiences 
: A Study of Policies Implemented by the City of Nabari in Mie 
Prefecture in order to Integrate the Education System  
 
Takashi NAGASAWA      Tetsuhisa TAGUCHI 
 
Abstract:  
In recent years, the number of debates about the collaboration between 
institutions devoted to different level of education as well as the 
integration and sequentiality of learning experiences have impacted the 
research on curriculum organization. Actually, research on curriculum 
organization has reached a turning point, especially since the 
introduction of curriculum management in the next educational 
guidelines by the Japanese government. This can be explained by two 
reasons. First, research addressing the creation of a curriculum based 
on a transversal approach to learning has been in high demand in order 
to reflect the needs of creating curricula that do not only emphasize a 
collaboration between educational institutions, but also a transversal 
approach between disciplines and within textbooks. Second, educational 
institutions are now responsible for the organization as well as the 
content of their curriculum. This situation obviously changes how 
researchers consider curriculum organization and management. In this 
paper, we will take into account these two issues through an analysis 
of the policies implemented by the city of Nabari in Mie prefecture.  
 
Keywords :  
Collaboration between pre-school and elementary school, integration of 
elementary school and junior high school, curriculum organization, 
curriculum management, community school  
 
 
